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 論文内容の要旨

 第i章作動記憶に関する基礎的羅究の概観

 r新聞記事の内容を理解する」やr心の中にイメージを思い浮かべる」など我々が臼常

 生活の中で営む認知活動では,必要な情報を一時的に保持しつつ,同時に他の情報の処理

 を行う並列的な作業を必要とするものが多い。このような並列的な情報処理作業の中で中

 心的な役割を担う記憶を作動記憶(恥挫鍮g臨齢ry)という。

 作動記憶は,我々が蒙常生活で何か作業を行うときに,つねに働いている記憶であり,

 臼常生活を支障なくおくることができるように導くための記憶であり,人間の認織活動の

 中で中枢的な役割を担っている。そのため作動記憶は,今田の記憶研究の申で最も活発に

 研究が行われているテーマの一つであり,近年では認知心理学,認知神経科学など多方面

 の硬究領域において,研究のテーマとして取り上げられている。

 作動記憶が研究のテーマとして取り上げられている研究領域において作動記憶は,マク

 ロ的に見ると「認知活動の中枢的な役割を損う記憶」として一致した見解が示されている。

 しかしながらミク瓜的な視点で考えると,個々の研究領域によって作動記憶の解釈や位置

 づけに若干の相違がある。この様な状況では,本務究における作動記憶が何を意味し,研

 究によって何を書いたいか不絹確になりかねない。そこで本章では,作動記憶研究の歴史

 的な変遷から,作動記憶の概念的な移り変わりについて議論し,本砺究における作動記憶

 の定義付けを試みる。またそれと同時に本章では,これまでの作動記憶研究において提案

 されたモデルを概観しながら,作動記憶に関する理解をさらに深めることにする。
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 第2章視空聞作動記憶に関する基礎的概究の概観

 本章では,本厨究の検討の対象である視空間作動記憶に関する理解を深めるため,これ

 までに提案されている視空間作動記憶モデルや,視空間作動記憶の概念的な変遷を述べる。

 具体的には,まず初めに,これまでの視空間作動記憶硯究の中で視空間作動記憶の概念

 を説明するために用いられることが多いLo郎e(!995)の視空間作動記憶理論について考察

 する。次に,これまでの視空聞作動記憶砺究の歴史的な流れについて概観しながら,視空

 聞作動記憶の概念的な変遷について議論する。最後に,実験的な手続きを用いて行った視

 空間作動記憶関する硬究の申で,本餅究を実施する上で大きな影響を受けた塗つの餅究を

 概観する。本章ではこれらの議論から,実験的な手続きを驚いた視空間作動記憶の先行研

 究に存在する問題点を萌らかにし,本砺究における硯究の意義と目的を瞬確にする。
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 第3章第一研究二重課題法を篤いた視空聞作動記憶の内部構造と機能的役割の検討

 第一砺究では視空間作動記憶の内部構造と機能的役割の検討することを目的として二

 重課題法を用いた3つの実験を行った。第一実験では,空間・運動成分を含む位置記憶課

 題と,空間・運動成分を排除したパターン記憶課題の2種類の一次課題に対する視線移動

 課題と訓Nの妨害効果から,視空間作動記憶内の内部構造と機能的役割に関して検討を行

 った。次に第二・第三実験では位置記憶課題とパターン記憶課題に対して難易度の異なる

 3つのレベルの二次課題が示す妨害効果の観点から,視空聞作動記憶内の内的過程と機能

 的役割について検討を行った。第一研究ではこれら3つの実験から,位置記憶課題に対し

 て視線移動課題が選択的に妨害を示す結果や,パターン記憶課題に対して騨麓課題が選択

 的に妨害を示す効果が得られ,視空間作動記憶内に空間的な情報の保持と空間的な課題の

 遂行の問で共有する処理資源を持つ下位要素や,視覚的な情報の保持と視覚的な課題の遂

 行の間で共有する処理資源を持つ下位要素が視空間作動記憶内に存在する可能性が高いこ

 とが示された。

 第4章第二醗究相関分析法を用いた複空間作動記憶の内部構造と機能的役割に関する

 検討:視覚的に重課題と襖空聞作動記憶スパンテスト・視空間イメージ能力課題

 の関連から

 第二研究では,相関分析法を用いて視覚的二重課題の成績と纒空間スパン課題(V聯ST)

 の成績の関連性や,視覚的二重課題の成績と視空間イメージ課題(メンタル鷺一テーション,
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 V翼Q〉の成績の関連性から視空間作動記憶内の内部構造や機能的役割に関する検討を行っ

 た。その結果,視覚的二重課題の成績とV賑鍵の成績の関連については,位置記憶課題の

 空間干渉条件の成績や統制条件と空間干渉条件の成績の差が,空間的な系列情報の保持を

 行うSPACE撚SKの成績との聞に相関が認められ,パターン記憶課題のパターン干渉条件の

 成績は,視覚的な系列情報の保持を行うPATTE麟TASKとの問に相関が認められた。一方視

 覚的二重課題の成績と視空間イメージ課題の成績の関連については,位置記憶課題の統制

 条件とパターン干渉条件の成績が,視覚的イメージ課題のメンタルローテーションテスト

 の成績と相関が認められ,パターン記憶課題の統欄条件と空聞干渉条件の成績が,裡覚的

 イメージ課題のW璃の得点と相関が認められた。

 したがって,第二研究で得られた空間的な二重課題である位置記憶課題の成績と,空聞

 的な系列課題であるSPAC露TASKや,イメージ操作課題であるメンタルローテーションテス

 トの成績間の選択的な相関関係や,視覚的な二重課題であるパターン記憶の成績と,視覚

 的な系列課題であるPATT淑N猛SKや,視覚イメージの鮮開性を評癒するVV鶏の成績問の

 選択的な相関関係からも第一研究と同様,視空間作動記憶内に視覚情報の保持と視覚課題

 の処理に共通して関わる視覚的下位要素と,空間情報の保持と空間課題の麺理に共通して

 関わる空間的下位要素が相互に独立して存在する可能性が高いことが明らかになった。
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 第5章第三研究二重課題法を矯いた視空聞作動記憶の下位要素と他の作動記憶システ

 ムの関連についての検討

 第三研究では,第一・第二砺究(第一実験～第四実験)で得られた視覚的な情報の保持

 と処理の役割を担う視覚的下位要素と,空間的な情報の保持と処理の役割を担う空聞的下

 位要素という視空間作動記憶内の2種類の下位要素と他の作動記憶システムの関連につい

 て閉らかにするため,8a6de!ey(ig86)のモデルで想定される言語的作動記憶と複空間作動

 記憶の下位要素の関連や,中央実行系と視空間作動記憶の下位要素の関連について検討を

 行った。

 まず第五実験では,視覚的下位要素と空間的下位要素という視空聞作動記憶内の下位要

 素と言語的作…動記憶の関連について検討するため,構音課題を二次課題とした二重課題を

 絹いた検討を行い,位置記憶課題やパターン記憶課題における視空聞情報の保持に対する

 構音課題の妨害効果について検討を行った。その結果,一次課題における視空間刺激の記

 憶方略を視空間的な方略にのみ限定した書語方略なし条件では,一次課題における構報の
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 保持に対する構音課題の妨害効果が認められず,視空間的な情報の保持と言語的な課題の

 遂行には異なる処理資源が用いられる可能性が示唆された。だが一方で,一次課題におけ

 る視空間刺激の記憶方略に言語的な方略を用いることを許可した言語方略あり条件では,

 一次課題における清報の保持に対する構音課題の妨害効果が認められた。したがって月視

 空間的な刺激が提示された場合でも,刺激の記銘に言語的な方略を篤いた場合には,一次

 課題における情報の保持と言語的二次課題との問で廼理資源が競合する可能性が示唆され,

 第五実験で得られた方略あり条件と方略なし条件での一次課題の情報の保持に対する構音

 課題の対照的な妨害効果の結果からは,視空聞作動記憶内の空間的下位要素や視覚的下位

 要素と言語的作動記憶は構造や機能が独立している可龍性が高いことが畷らかになった。

 次に第六実験では,中央実行系の関与を要する乱数生成課題を二次課題に採用した二重

 課題を用いて,位置記憶課題やパターン記憶課題に対する乱数生成課題の妨害効果の観点

 から視空間作動記憶内の下位要素と中央実行系の関連について検討を行った。その結果,

 位置記憶課題では符号化条件と保持インターバル条件において一次課題の空間情報の保持

 に対する乱数生成課題の妨害効果が認められたものの,パターン記憶課題では,符号化条

 件,保持インターバル条件ともに乱数生成課題の妨害効果は認められなかった結果が得ら

 れた。この第六実験における位置記憶課題に対する乱数生成課題の選択的な妨害効果から,

 視空間作動記憶内の空間的下位要素は,中央実行系によって支えられている可能性が高い

 下位要素である可能性が高いことが闘らかになった。
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 第6章総合考察

 最後に本研究で行った3つの碩究(第一研究～第三研究)から視空間作動記憶内の内部

 構造と機能的役割に関する結論付けを行うと,視空聞作動記憶の中には,視覚的な情報の

 保持と処理の機能を持つ下位要素と空間的な情報の保持と処理の機能を持つ下位要素が独

 立した状態で存在し,これらの下位要素は言語的な作動記憶とは処理資源を供給しないと

 結論付けられる。そしてこの視空聞作動記憶内の下位要素の中で,空聞的下位要素の活動

 は中央実行系によって支えられている可龍性が高いと結論づけられる。
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 論文審査結果の要旨

 作動記憶は、情報の一時的保存及び操作に関わる認知機能であり、最近盛んに研究が行われているホット

 なテーマである。古典的な短期記憶研究に端を発したこともあり、作動記憶の研究は、これまで言語性の作
 動記憶を中心に検討が行われてきたが、近年、脳の視覚系の情報処理における2つの経路(空聞知覚に関わ
 る背側系と形態知覚に関わる腹側系)との対応において、視空間作動記憶の2つの下位要素の存在が指摘さ
 れてきている。本論文は、こうした視空聞作動記憶の下位要素の独立性及びそれらと言語性作動記憶との関
 連を検討したもので、全6章からなる。

 第i章は、序論であり、研究の背景となるこれまでの作動記憶研究の変遷を述べた上でその代表的なモデ
 ルを概括している。

 第2章は、これまでの視空聞作動記憶研究をレビューするとともに、その理論的研究の出発点でもある
 Logieのモデラレを中心に紹介している。

 第3章は、視空聞作動記憶の2つの構成要素である視覚形態情報保持に関わる下位要素(視覚性作動記憶)
 と空間情報保持に関わる下位要素(空聞性作動記憶)の独立性を、情報の保持期間申の選択的妨害効果によ
 り検討し、両者の解離を明確に実証した点で意義深い。

 第4章では、個人差の観点から、種々の視空間課題(イメージの回転を行うメンタルローテーション、イ
 メージの鮮明さを測定するVV至Q、空聞及び視覚性作動記憶を測定する視覚作動記憶テスト)と視空間作動
 記憶の2つの下位要素との関係を相関分析により検討した。その結果、空間性作動記憶とメンタルローテー

 ション及び視覚作動記憶テストの空間課題、また視覚性作動記憶とVV{Q及び視覚作動記憶テストのパター
 ン記憶課題との間に相関が見られ、それぞれが空間的処理及び形態処理と関連するが、その逆とは関連しな

 いことが判明した。こうした非作動記憶課題との関連の検討は、これまであまり行われておらず、その点で
 独創性が認められる。

 第5章では、言語性作動記憶及びそこで重要視されている能動的注意制御を担うとされる執行機能との関
 係を、乱数発生課題を用いて検討し、空聞性作動記憶には執行機能が重要であるが、視覚性作動記憶にはそ
 れが関与しないことを明らかにした。この点は本研究の大きな貢献といえる。

 第6、章では、総合考察と今後の検展望を述べている。

 以上要するに、本論文は、視空聞作動記憶の2つの下位要素の独立性、及び言語性作動記憶(特にその執
 行機能)との関連の有無を干渉実験、相関分析などにより詳細に検討したもので、認知心理学及び情報科学
 の発展に寄与するところが少なくない。

 よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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